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症例提示

症例 Aさん ４８才 男性 （２００５年）

主訴 頭痛、悪心･嘔吐 短期記憶障害

既往歴
１１才（１９６７年）
脳腫瘍（松果体部腫瘍）、放射線治療（５０ Gy）（広島大学第２外科）

家族歴
父 ８１才 肺癌（市立三次中央病院、生検→化学療法中）
母 ７８才 大腸癌（広島市立安佐市民病院、開腹術）

現病歴
高校卒業後、地元（広島県庄原市）で郵便局勤務（主に配達業務）。
４５才（２００２年）頃より、短期記憶障害あり。
４８才（２００５年３月） 悪心･嘔吐あり。CT MRで脳腫瘍と診断される。

４８才 男性 （２００５年）

気脳写 １１才時 （１９６７年）
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Anap. Oligoastrocytoma

37 y after TX

48 y/o male

４８才 男性 （２００５年）
11 y/o male （1967年）

対向２門 Co-60  50 Gy
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★年間死亡者数の約３割

３大死因による死亡者数

悪性新生物
心疾患

脳血管疾患

★３３年間連続して
死因の第１位 （Ｓ５４～Ｈ２３）

S54

広島県がん対策推進計画とアクションプログラム アクションプランの検討･管理
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広島県内がん診療連携拠点病院

平成１８年8月
広島県２次医療圏すべてに

「がん診療連携拠点病院」の
指定

中国労災病院

平成２４年４月
中国労災病院

県指定がん診療拠点病院
追加

都道府県がん診療拠点病院：広島大学病院

地域がん診療拠点病院：１０病院

５病院

※ 毎週水・木曜日 １１：００～１６：００

℡ ０８２－２４７－００８０

相談支援

相談機能
◆がんについて詳しく知りたい
◆がんの治療方法を確認したい
◆療養生活について聞いてみたい
◆心の悩みを聞いてほしい
◆生活や経済的なことで心配がある
◆家族のことも相談してみたい など

患者サロン
がん患者や家族が語り合うことが
できる場

がん経験者などが
体験に基づき，同じ立場で
相談に対応

がんに対する不安や悩みなど

がん相談員の情報交換会
（年数回）

情報交換を通じて県内のがん相談員
の資質向上とネットワークづくり

• がん相談員意見交換会 H19年より

広島県
がん診療連携拠点病院「相談支援センター」

広島大学病院
県立広島病院
広島市立広島市民病院
広島赤十字・原爆病院
広島市立安佐市民病院
（Ｈ２２～）

広島総合病院
呉医療センター
東広島医療センター
尾道総合病院
福山市民病院
市立三次中央病院

広島県指定がん診療
拠点病院（Ｈ２３～）

呉共済病院
尾道市立病院
福山医療センター
中国中央病院

広島県「がん患者フレンドコール」
実施団体：ＮＰＯ法人広島がんサポート（Ｈ２０年～）

相談連携・情報共有

広島医療圏情報交換会

具体的取り組み

広報活動

• データ分析

• 各種情報収集

• マニュアルづくり

• 研修会

• 意識調査

ネットワークの強化

相談員の質の均てん化
連絡網の構築

広島県
がん診療連携拠点病院「相談支援センター」
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高精度放射線治療センター（仮称） 強度変調放射線治療

87.5Gy/25fx/5w

82歳女性
鼻腔原発悪性黒色腫

回転式強度変調放射線治療 線量分布図 強度変調放射線治療
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がん登録

・ 目 的 ：がんの実態把握
・ 実施主体 ：県（届出票の収集やデータ分析は専門機関に委託して実施）
・ 収集項目 ：診断内容，治療内容，死亡情報等

健康増進法やがん対策基本法に基づき実施しているがんの統計

※がん登録は，患者さんの診断や治療の情報を収集することで成り立っているため，
個人情報が漏れることのないよう厳重に管理されている。

生存確認調査

がん登録

がん登録

１８，７８６人（Ｈ１９）

【出典】広島県のがん登録（Ｈ１９年集計）

がん登録 –その他を考える-

脳腫瘍は広島大学で年平均200例、がん登録の約５％
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がん登録 –その他を考える- 稀少疾患を考える‐小児脳腫瘍‐
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2005‐2010年度 85例 新規診断

5年間で全国で小児脳腫瘍 約2500人の
発生が推定
全国の3.4%、約30人に1人を治療

患者居住地/人数小児科、放射線治療科との連携

1

稀少疾患を考える

稀少疾患とは：がん登録でその他に含まれる

病理分類が多岐にわたり、診断困難例が存在

肉腫、脳腫瘍、小児がんなどが相当

高いエビデンスの臨床試験少ない（ない）
標準治療が確立されていない
企業：既存薬の適応拡大の意志が低い

隣県を含んだ診療拠点の連携が必要

all Japan/ inter‐groupの医師主導試験が必須
稀少疾患の臨床試験基盤整備が急務

まとめ

広島県がん対策推進計画と都道府県がん診療拠点病
院としての広島大学病院の連携をご紹介した

患者相談支援
高精度放射線治療センター
がん登録

今後の課題

5大がん 診断･治療のさらなる均てん化
広島大学、県立広島、広島市民、安佐市民
多職種を包含した臨床腫瘍学としての連携→全県へ拡大
（広島がん薬物療法研修会）、広島県発の臨床試験

稀少がん（肉腫、脳腫瘍、小児がん等）
高精度な診断・治療･臨床研究の基盤整備

病理医の保護、育成推進


